
六

祖

壇

経

異

本

の

源

流

中

川

孝

六
祖
壇
経
は
、
現
存
中
最
古
の
も
の
と
せ
ら
れ
る
敦
煙
本
も
、
第

一

次
の
添
削
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
六
祖

の
弟
子
の
慧
忠
国
師
の
語

で

知
ら
れ
る
。
更
に
敦
煙
本
に
次
ぐ
古
本
壇
経
が
、
乾
徳
五
年

(九
六
七
)

に
、
畠
州
羅
秀
山
恵
進
禅
院
の
沙
門
恵
所
に
よ
り
、
上
下
二
巻
十

一
門

に
分
章
せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
迄
の
約
二
百
年
間
に
、
そ
の
内
容
が
非
常

に
整
備
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
敦
煙
本

と
興
聖

寺
本

・
大
乗
寺
本

等
を
比
較
し
て
気
付
く
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
後
、
元

の
至
元

二
十
七

年

(
一
二
九
〇
)
刊
行

の
徳
異
本
、
同
二
十
八
年
刊
行
の
宗
宝
本
に
在
つ

て
は
、
更
に
著
し
い
増
加
改
編
が
為
さ
れ
て
い
る
。
特
に
宗
宝
本
は
壇

経
の
発
展
し
た
最
後
の
段
階
の
も
の
で
あ
る
為
、
最
も
完
備
し
た
も
の

と
見
ら
れ

て
、
刊
本

の
種
類
も
多
く
、
壇
経
の
注
釈
書
は
殆
ど
全
部
宗

宝
本
に
就

い
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

宗
宝
本

は
至
元
二
十
八
年
に
、
風
旛
報
恩
光
孝
禅
寺
住
持
の
嗣
祖
で

あ
る
比
丘
宗
宝
が
、
至
元
辛
卯
の
夏
に
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
蹟
文
に
、
「
続
て
三
本
を
見
る
に
同
じ
か
ら
ず
、

互
に
得
失
有
り
、

其
の
板
も
亦
已
に
漫
滅
す
、
因
て
其

の
本
を
取
り
て
校
雛
す
。
託
る
者

は
之
を
正
し
、
略
せ
る
者
は
之
を
詳
に
し
、
復
た
弟
子
請
益
の
機
縁
を

増
入
す
云
云
L
と
述
べ
て
い
る
。
宗
宝
の
言
う
三
本
と
は
、
宗
宝
本
の

最
初
に
常
に
徳
異
の
序
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
そ
の

一
は
徳

異
本
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
他
の
二
本
は
恐

ら
く
三
巻
本
の
契
嵩

本
と
二
巻
本
の
恵
所
本
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
宗
宝
が
、

「
弟
子
請
益
の
機
縁
を
増
入
す
」
と
云
う
の
は
、

恐
ら
く
恵
所
本
に
対

し
て
増
入
し
た
こ
と
を
言
う
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
増
入
は
、
徳

異
本
に
既
に
行
わ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
つ
て
、
徳

異
本
は
、
恐
ら
く
契

嵩
本
に
倣
つ
て
こ
れ
を
増
入
し
た
も
の
で
、
宗
宝

本
も
契
嵩
本
に
倣

つ

て
こ
れ
を
増
入
し
つ
つ
、
三
本
の
中
最
も
古

い
恵
所
本
に
対
し
て
、
宗

宝
本
も
亦
機
縁
を
増
入
し
た
と
言
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宗
宝
本
は
後

に
明
蔵
の
中
に
入
蔵
せ
ら
れ
、
永
楽
八
年

(
一
四

一
〇
)
の
蹟
文
を
有
す

る
北
蔵
目
録
に
よ
る
と
、
『
六
祖
大
師
法
宝
壇

経
』

一
巻

曹
波
原
本

は

北
蔵
で
は
扶
函
に
、
南
蔵

で
は
密
函
に
収
め
ら
れ
て
い
る
旨
誌
さ
れ
て

い
る
。
従
つ
て
従
来
南
蔵
本
の
壇
経
も
北
蔵
本
の
壇
経
と
恐
ら
く
同

一

本
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
た
。
然
し
両
者
に
は
、
内
容
形
式
に
相
違

六
祖
壇
経
異
本
の
源
流

(中

川
)

二
九
五

-802-



六
祖
壇
経
異
本

の
源
流

(
中

川
)

二
九
六

点
が
甚
だ
多
い
。
そ
の
第

一
は
、
南
蔵
本
に
は
徳
異
の
序
が
無
い
。
又

各
章
の
分
章
題
名
が
無
く
、
全
文

一
聯
の
経
典
と
な
つ
て
い
る
。
又
内

容
は
徳
異
本
に

一
致
し
、
徳
異
本
の
伝
香
臓
悔
第
五
で
終

つ
て
い
る
。

宗
宝
本

の
源
流
を
稽
う
る
に
、
嘗
て
胡
適
氏

が
そ

の

「壇
経
考
之

一
」
の
中

で
、
宗
宝
本
は
、
契
嵩
三
巻
本
を
増
改
し
た
も
の
で
あ
る
と

言
わ
れ
、
甚
だ
卓
見
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
然
し
そ
の
中
で
胡
適
氏

は
、
契
嵩

三
巻
本
は
、
敦
煙
写
本
と

『曹
渓
大
師
別
伝
』
と
を
合
揉
し

た
も
の
と
見
て
お
ら
れ
る
が
、
厳
密
に
言
う
な
ら
ば
、
敦
燈

写
本
も

『曹
渓
大
師
伝
』
も
共
に

一
巻
本

で
あ
つ
て
、
こ
こ
か
ら

一
挙
に
契
嵩

の
三
巻
本

が
発
生
す
る
と
考
え
る
の
は
早
急
で
あ
つ
て
、
こ
の
間
に
は

必
ず
や
恵
所
二
巻
本
の
存
在
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

即
ち
契
嵩

の
壇
経
が
三
巻
本
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
は
、
上
下
二
巻
本

の
恵
所
本

の
外
に
、"
六
祖
の
詳
細
な
伝
記
で
あ
る
曹
渓
大
師
伝
が
加
わ

つ
て
三
巻
と
せ
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
想
定
を
裏
づ
け
る

資
料
と
し

て
、
高
麗
の
知
訥
が
、
泰
知
七
年

(
一
二
〇
七
)
に

『
法
宝
記

(1
)

壇
経
』

の
蹟
文
を
書
き
、
そ
の
中

で
壇
経
の

一
節
を
引
用
し
て
自
説
を

証
明
す
る
箇
所
が
あ
る
が
、
そ
の

一
節
は
敦
煙
本
に
は
無
く
、

恵
所
本

に
存
在
す

る
も
の
で
あ

つ
て
、
徳
異
本

・
宗
宝
本

の
内
容
と
な
つ
て
い

る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
事
実
は
、
宗
宝
本
が
契
嵩
本
に
由
来
す
る
事
実

を
裏
付
け
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
契
嵩
の
編
纂
し
た
三
巻
本
が
本
つ

い
た
も

の
は
、
明
ら
か
に
恵
所
本

で
あ
つ
て
敦
燈
本

で
は
無
い
こ
と
が

証
明
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
宗
宝
が
見
た
三
本
は
、
恵
所
本

と
契
嵩
が
校
訂
勒
成
し
た
三
巻
本
と
徳
異
本
と
の
三
本

で
あ
る
こ
と
が

確
認
せ
ら
れ
る
。
宗
宝
は
、
内
容
及
び
各
章
題
名
等
を
、
主
と
し
て
契

嵩
本
に
従
つ
て
編
纂
し
た
こ
と
が
、
之
に
先
立
つ
徳
異
本
と
そ
の
内
容

各
章
題
名
に
相
異
の
あ
る
こ
と
に
よ
つ
て
推
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

徳
異
本
は
、
そ
の
序
に
よ
る
と
、
徳
異
が
幼
年

古
本
を
見
、

三
十
余

載
遍
く
求
め
て
い
た
が
、
近
ご
ろ
通
上
人
が
全
文
を
尋
到
し
た
も
の
を

得
て
、
呉
中
の
休
休
禅
庵
、
即
ち
江
蘇
省
蘇
州
の
休
休
庵

で
刊
行
し
た

と
い
い
、
徳
異
は
全
文
を
そ
の
ま
ま
刊
行

し
た

こ
と
が
知
ら

れ
る
。

徳
異
本

の
源
流
は
壇
経
の
刊
行
史
を
辿
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
次
の
様
に

見
る
こ
と
が
出
来
る
。

康
熈
四
十
二
年

(
一
七
〇
三
)
刊
行
の
徳
異
本
に
、
曹
渓
の
後
学

の
中

華
子
太
憲
が
記
し
て
、
「
右
は
成
化
十
五
年

(
一
四
七
九
)
白
雲
屏
風
庵

開
板
本
を
重
刊
し
た
」
旨
を
述
べ
、
こ
の
成
化
十

五
年
本
は
、
元
の
延

祐
三
年

(
一
三
一
六
)
本
に
本
つ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
後
記
に
よ
つ
て

知
ら
れ
、
延
祐
三
年
本
は
更
に
後
記
に
よ
る
と
、
泰
和
七
年

(
一
二
〇

七
)
本
、
即
ち
海
東
曹
渓
山
修
禅
社
の
沙
門
知
訥
践
の
刊
本
に
本
つ
く

も
の
で
あ
る
。
右
の
泰
和
七
年
本
に
本
づ
き
、
南

宋
の
宝
祐
四
年

(
一

二
五
六
)
に
道
人
霊
淑
が
印
施
し
、
晦
堂
安
其
が
そ
の
蹟
文
を
書

い
た

壇
経
が
あ
り
、
そ
れ
に
本
つ
い
て
明
の
万
暦
二
年

(
一
五
七
四
)
に
曹
渓

後
学
知
幻
堂
無
住
子
行
思
が
重
彫
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
つ
て
見
る

と
、

一
二
〇
七
年
に
、
沙
門
知
訥
践
の
修
禅
社
道
人
湛
黙
が
刊
行
し
た

壇
経
を
、
更
に
南
宋
の
宝
祐
四
年
に
霊
淑
が
印
施

し
て
流
通
し
た
壇
経
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が
あ
つ
て
、
徳
異
が
三
十
余
年
に
亘
つ
て
尋
求
し
て
遂
に
之
を
通
上
人

よ
り
得
て
刊
行
し
た
の
が
徳
異
本

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
然
し
徳

異
本
は
既

に
古
本
に
比
べ
て
そ
の
内
容
が
増
広
せ
ら

れ
た
も

の

で
あ

る
。
宗
宝
本
が
必
ず
徳
異
の
序
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
も
、
宗
宝
本
が
徳

異
本
を
も
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
を
明
瞭
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
つ

て
宗
宝
本

が
先
に
考
え
た
よ
う
に
、
契
嵩
本
に
よ
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
よ
う

に
、
徳
異
本
の
基
と
な
つ
た
知
訥
蹟
の
壇
経
も
、
契
嵩
が
恵

所
本
と
曹
渓
大
師
伝
と
に
本
つ
い
て
編
纂
し
た
三
巻
本
に
拠
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
推
察
せ
ら
れ
る
。
宗
宝
本
と
徳
異
本

の
両
者
の
う
ち
徳
異

本
は
恵
所
本
に
傾
く
こ
と
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
は
、

徳
異
本
と
恵
所
本
の
各
章
の
題
名
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
確
か
め

ら
れ
る
。
更
に
文
中
の
所
々
に
、
恵
所
本

の
内
容
を
餅
酌
し
、

こ
れ
と

句
調
を
同
じ
く
し
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
点
は
、
宗
宝
本
よ
り
徳
異

本
が
よ
り
恵
所
本
に
近
い
性
格
を
有
す
る
も
の
と
見
る
証
左
と
な
し
得

る
。最
後
に
、
宇
井
伯
寿
先
生
の

『
壇
経
考
』

の
宗
宝
本

の
考
察
に
附
し

て
言
及
せ
ら
れ
て
い
る
支
那
本
の
源
流
に
つ
い
て
考

え
る
に
、
『壇
経

考
』
中
に
は
、
民
国
十
八
年

(
一
九
二
九
)
金
陵
刻
経
処
刊
行

の

『
六
祖

大
師
法
宝
壇
経
』
並
び
に
北
平
中
央
刻
経
院
仏
経
善
書
局
刊
行

の

『
六

祖
大
師
法
宝
壇
経
』
の
考
察
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

「
こ
の
中
、
民

国
十
八
年
本
に
は
、
序
文
等
全
く
無
く
、
直
に
本
文
が
あ
り
、

六
祖
大

師
事
略
と
し
て
宗
宝
本
に
あ
る
縁
起
外
紀
を
挙
げ
て
居
る
。
後
者
は
、

巻
首
に
目
録
と
校
勘
記
と
を
掲
げ
、
序
と
し
て
、
宋
吏
部
侍
郎
郎
簡
述

の

「
六
祖
大
師
法
宝
壇
経
記
序
」
を
出
し
て
い
る
。
(中
略
)
又
、
両
本

は
共
に
宗
宝
本
と
同
じ
く
、
本
文
も
、
十
品
の
品
名
が
宗
宝
本
と
同

一

で
あ
り
、
唯
各
品
の
題
名
に
凡
て
品
字
を
入
れ
て
い
る
こ
と
の
み
は
、

宗
宝
本
と
異
る
。
又
各
品
の
文
も
、
宗
宝
本
と

一
致
す
る
点
が
比
較
的

に
多
い
。
然
し
重
要
な
点
で
は
多
少

一
致
し
な
い
。
最
も
著
し
い
相
異

は
、
宗
宝
本
で
は
、
荷
沢
神
会
の
六
祖
に
参
ず
る
記
事
の

一
節
が
、
頓

漸
第
八
に
存
す
る
の
に
、
支
那
本
で
は
全
く
同

一
文
が
、
機
縁
品
第
七

に
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
云
云
」
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
。
宇
井
先
生
の

紹
介
せ
ら
れ
た
支
那
本

の
後
者
の
も
の
は
、
そ

の
刊
年
が
不
明
で
あ
る

が
、
同

一
系
統
の
も
の
に
巻
頭
に
明
の
万
暦
四
十

一
年

(
一
六
一
三
)
曹

渓
修
行
観
察
の
祝
以
幽

の
序
を
有
す
る

『六
祖
大
師
法
宝
壇
経
』
が
あ

り
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
次
に
憲
宗
の
御
製
序
を
附
し
、
更
に
郎
簡
至
和

三
年

(
一
〇
五
六
)
の
序
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
祝
以
幽
の
序
は
、

右
の
壇
経
を
慾
山
徳
清

(
一
五
四
六
-
一
六
二
三
)
が
勘
校
出
版
す
る
時

書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
本
文
の
初
に
掲
げ
る
重
刻
法
宝
壇

経
凡
例
の
中
に
、
「
得
法
の
弟
子
な
る
志
誠

・
志
徹

・
神
会

は
、
皆
付

属
の
列
に
在
る
。
以
前
に
編
せ
ら
れ
た
壇
経
は
、
此
の
三
人
を
頓
漸
品

中
に
掲
げ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
不
都
合
で
あ
る
。

是
の
三
師
は
、
大
い

に
曹
渓
に
功
有
る
人
故
、
特
に
表
し
て
之
を
出
す
」
と
、
そ
の
理
由
を

説
明
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ

つ
て
支
那
本
が
宗
宝
本
と
相
違
す
る
の
は

徳
清
の
考
え
に
よ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
宇
井
先
生
は
更
に
注
意
を
う

六
祖
壇
経
異
本

の
源
流

(
中

川
)

二
九
七
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六
祖
壇
経
異
本

の
源
流

(
中

川
)

二
九
八

な
が
し
て
、
「右
の
支
那
本
は
、
宗
宝
本
の
系
統
の
も
の
で
あ

る
が
、

徳
異
本
か
ら
巻
尾

の

〈又
紀
〉
と

〈宗
太
祖
以
下
の
崇
奉
記
事
〉
を
取

つ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
触
れ

て
お
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
こ
れ
は
、
徳
清
が
宗
宝
本
を
校
勘
す
る
に
当

つ
て
、
明

の
嘉
靖
十
四
年

(
一
五
三
五
)
刊
行
の
徳
異
本
、
即
ち
、
広
東

翻
州
府
曹
渓
宝
林
山
勅
賜
南
華
禅
寺
沙
門
泰
倉

の
蹟
文
の
あ
る
徳
異
本

を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
践
文
の
記
事
、
即
ち
、
「後

志

の
者
徳
異
其

の
文
を
全
う
し
、
鐘
板
流
通
す
、
又
曹
渓

の
道
進
重
ね
て

刻
板
流
伝
す
、
其
板
歳
久
し
く
浬
没
す
云
々
」
の
語
に
よ
つ
て
察
知
せ

ら
れ
る
。
即
ち
慾
山
大
師
徳
清
が
曹
渓
に
住
し
た
時
に
得
た
徳
異
本
を

参
照
し
て
、
宗
宝
本
に
本
づ
き
乍
ら
、
所
謂
支
那
本
と
称
せ
ら
れ
る

一

系
統

の
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
要
す
る
に
、
宗
宝
本
も
徳
異
本
も
亦
支
那
本
も
、
す

べ
て
恵
所

本
に
本
つ
い
て
曹
渓
大
師
伝
を
参
酌
し
て
編
纂
せ
ら
れ
た
契
嵩
三
巻
本

に
深
い
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
う
ち
特
に
徳
異
本
は
恵
所

本
を
尊
重

し
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

壇
経
成
立
の
動
機
は
、
六
祖
の
晩
年
に
そ
の
会
下
に
来
た
と
伝
え
ら

れ
る
神
会

が
、
六
祖
恵
能
の
禅
の
根
本
精
神
に
触
発
さ
れ
て
、
禅
の
本

来
の
あ
り
方
に
気
付
く
や
、
直
ち
に
そ
の
大
綱
を
記
録
し
て
、
壇
経
と

名
附
け
、

こ
れ
を
六
祖
恵
能
に
質
ね
、
更
に
恰
か
も
同
時
期
に
六
祖
の

会
下
に
在

つ
た
慧
忠
に
も
示
し
、
看
心
の
禅
風
と
異
な
る
南
宗
禅
の
特

色
を
共
に
讃
嘆
尊
重
し
合
う
と
い
う
事
実
の
あ
つ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
慧
忠
国
師
は
後
に
、
そ
の
内
容
が
変
改
さ
れ
、
六
祖
の
聖
意
が
失

わ
れ
た
と
し
て
壇
経
の
改
訂
を
嘆
ず
る
と
い
う

一
場
面
が
あ
る
が
、

そ

れ
は
国
師
が
変
改
以
前
の
壇
経
を
見
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
現
在
の

敦
煙
本
壇
経
も
第

一
次
の
変
改
を
経
た
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
の
後

敦
煙
本
壇
経

の
如
き
原
始
壇
経
が
、
伝
授
本

と
し

て
伝
授

せ
ら

れ
る

時
、

そ
こ
に
は
単
な
る
書
写
で
は
な
く
、
六
祖

の
禅
法
を
寸
毫
も
害
う

こ
と
な
く
、

壇
経
全
文
を
如
何
に
整
備
完
全
な
も

の
と
す
る
か
と
い
う

課
題
が
、
代
代
の
嗣
法
の
弟
子
の
伝
授
書
写
の
基

本
精
神
と
せ
ら
れ
、

そ
の
結
果
完
成
し
た
も
の
が
恵
所
本
で
あ
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
他
方

『曹
渓
大
師
伝
』
が
流
布
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

両
者
が
折
衷
せ
ら
れ
、
具
つ
そ
の
後
の
歴
史
的
展
開
を
も
祖
堂
集
・景
徳

伝
燈
録
等
の
資
料
に
よ
り
合
揉
し
て
、
新
し
い
壇
経
が
出
現
す
る
こ
と

と
な
り
、
壇
経
の
増
広
が

一
面
禅
思
想
史
展
開
を
反
映
す
る
こ
と
と
も

な

つ
た
。
そ
こ
に
宗
宝
本
の
一
つ
の
意
義
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
原

始
壇
経
を
知
る
為
に
は
敦
燈
本
が
最
も
重
要
な
も

の
で
あ
り
、
又
そ
の

誤
り
を
訂
正
す
る
為
に
は
、
恵
所
本
が
是
非
参
照

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
又
契
嵩
以
後
に
出
現
す
る
徳
異
本
、
宗
宝
本
、
支
那
本
等
も
、
す

べ
て
そ
の
重
要
な
根
源
は
恵
所
本
か
ら
出
発
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

時
、
恵
所
本
は
六
祖
壇
経
研
究

の
中
核
を
為
す
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
も
出
来
る
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。

1

「然
細
詳
本
文
、
亦
有
身
生
滅
、
心
不
生
滅
之
義
、
如
云
真
如
性
自
起
念
、

非
眼
耳
鼻
舌
能
念
等
、
正
是
国
師
所
詞
之
義
、」
。
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